












目的:抗てんかん薬による肝機能障害は,日常よく経験される。またバルプロ酸による Reye

症候群の報告も散見されるようになった。抗てんかん薬は長期にわたって服用するもので

あり,その副作用は患者にとって身体的,心理的に大きな問題である。今回,われわれは抗て

んかん薬による肝機能障害の実態を把握することを目的として調査を行なった。 


